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平成28年度医療保険部 地域医療ネットワーク研修会 

（回復期病院と在宅リハサービスに関わる理学療法士のディスカッション）のご案内 

 

拝啓 会員の皆様におかれましては益々ご活躍のことと存じます。 

さて、標記の件につき下記の内容にて研修会を開催いたします。我々理学療法士は、機能面のみ

に偏ったリハビリだけではなく、社会に戻った後の生活や、その方らしい生き方を支える為の「活

動・参加」に対する介入も求められています。しかし、昨年度医療保険部で実施したアンケートや

研修会において回復期病院の理学療法士と、在宅リハサービスに関わる理学療法士・ケアマネージ

ャーとでは、対象者の在宅移行に向けての視点にギャップがある事が明らかとなりました。それら

の溝を埋め、相互理解をすることで、対象者にとってより必要なサービスが提供可能となるのでは

ないでしょうか。 

そこで本研修会では、回復期病院もしくは在宅リハビリサービスに勤務する理学療法士へ事前に

アンケートを実施し、その結果を踏まえてディスカッションを行い、明日から使える具体的な解決

策や、日々の業務の振り返りのヒントを得ていただけたらと思います。職場の皆様に周知頂き、よ

り多くの方にご参加いただけますようお願い申し上げます。 

敬具 

記 

 

1. 研修会名：地域医療ネットワーク研修会 

（回復期病院と在宅リハサービスに関わる理学療法士のディスカッション） 

2. テ ー マ：―分かり合えてますか？お互いの想い― 

3. 日   時：平成28年1１月1６日（水）19:00〜21:00（受付18:30〜） 

4. 場  所：大宮ソニックシティビル 9階 会議室９０５ 

（〒330-8669 埼玉県さいたま市大宮区桜木町1-7-5） 

5. 内  容：第１部 医療保険部からの情報提供 

「回復期病院と在宅リハスタッフの意識の違い―アンケート結果から―」 

第２部 討論会「回復期病院と在宅リハスタッフの具体的な連携方法」 

1)グループディスカッション 

2)全体討論 

６. 定  員：３0名程度 

７. 参 加 費：埼玉県士会員は無料、他都道府県士会員は1,000円、非会員は5,000円 

 



８. 申し込み方法： 

(公社)埼玉県理学療法士会ホームページ(http://www.saitama-pt.or.jp/)の講習会・研修会一

覧から「地域医療ネットワーク研修会（回復期病院と在宅リハサービスに関わる理学療法

士のディスカッション）」を選択し、申込フォームからお申し込みください。 

９. 申し込み期間：平成２８年９月２日（月） ～ 平成 ２８年１０月３１日（月）  

 ※申し込み後に自動返信メールが届きます。返信がない場合はメールアドレスの登録等に 

 ※不備があったと思われます。お手数ですが、再度お申し込みをお願いいたします。 

 ※早期に受付を終了する場合があります。 

 ※申込多数の場合は、当会会員を優先とさせていただきます。 

10. お問い合わせ先： 

  （公社）埼玉県理学療法士会医療保険部事務係（e-mail：iryouhokennbu214@gmail.com） 

  ※件名に「地域医療ネットワーク研修会（回復期病院と在宅リハサービスに関わる理学療法士

のディスカッション）の件」と明記してください。 

  ※件名のない場合、迷惑メールとして処理される仕様になっております 

 

以上 

交通案内 

 


